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自
然
事
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童
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互
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話 
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級
全
体
で
の
対
話 

水も空気と同

じで多い方が

飛ぶはずだと

思う。 
２５０ｍＬが一番

飛んだ！ 

２００ｍＬが 一番

飛ぶと思う。 

水が多すぎると

空気が入らなく

なるなあ。 

水の力は空気とは違

うみたいだ。 

ぼくたちは真ん

中の量が一番飛

んだね。 

水の量が多すぎると、水を

すべて外に出しきれず、ペ

ットボトル内に残ってしま

ったと思います。 

水の量が少なすぎると、空気の力は残っているのに、

押し出す水が足りないと思います。また、３５０ｍＬ

以上の容器ならば、結果はまた違うと思います。 

予想どおり、

真ん中の量

が一番飛ん

だね。 

水は 多くて

も、遠くに飛

ぶわけではな

さそうだ。 

 

全体での話し合い

（対話３）での共有

や考察に、 時間を

かけて学ばせたい。 

グループでの話し合い

（対話２）で、データや

グラフを基に話し合う

力を もっとつけさせ

たい。 

タブレット端末の活用

と ノートでも考える

活動の、 合わせ技も 

必要である。 


